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： 1934年6月1日
： 奈良市橋本町16番地
： 379億2,415万円
： 6兆9,819億円
： 5兆6,595億円
： 3兆8,925億円
： 国内/104   奈良県下65 〔インターネット

 支店含〕、その他39
： 2,330人
： 9.60％（連結） 9.29％（単体）

( )

■ 南都銀行プロフィール ■

①健全かつ効率的な経営に努めます。
②優れた総合金融サービスを提供します。
③地域の発展に尽くします。
④信頼され親しまれる、魅力的な銀行を目指します。

経 営 理 念

経 営 ビ ジ ョ ン
活力創造銀行
地域、そしてお客さまの成長と発展に貢献していくこと
は、地域金融機関の使命であり、役職員一同持てる力を最
大限に発揮して、当行グループならではの新しい価値を生
み出すことで、地域やお客さまに選んでいただける銀行グ
ループを目指しています。
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　平素より、私ども南都銀行グループをご利用、お引き立ていただき誠にありがとうございます。
　はじめに、新型コロナウイルス感染症に罹患された皆さま、および感染拡大により厳しい環境におかれている
皆さまに、心よりお見舞い申しあげます。

　このたび、皆さまの南都銀行グループに対するご理解を一層深めていただくため、2022年3月期の営業の
概況等をお伝えする「ミニディスクロージャー誌／第134期　事業のご報告」を作成いたしました。

　当行グループは、2020年度からスタートした現経営計画「なんとミッションと10年後に目指すゴール」の中間
目標の一つとして掲げて取り組んできた、銀行単体の本業の利益を示す「顧客向けサービス業務利益の黒字化」
を、2021年度において3年前倒しで達成することができました。これまで取り組んできた様々な改革が、着実に
実を結んできた結果であり、株主の皆さまをはじめ当行グループをご支援いただいているステークホルダーの
皆さまに感謝申しあげます。

　これを受け、新たに設定した2024年度までの中間目標は、足腰の強いグループ経営に向けて連結ベースと
しており、グループ役職員一同一丸となってさらなる高みを目指してまいります。
　また、この新たな中間目標の設定にあわせまして、株主の皆さまのご期待にお応えするため、本年２月に株主
還元方針を「安定配当80円を維持しつつ、親会社株主に帰属する当期純利益に対する配当性向30％を目安と
する」へと変更いたしました。

　今回の事業のご報告では、これらの取組や方針を詳しく記載しておりますので、ご高覧いただければ幸いに
存じます。

　当行グループは、地域経済の持続的成長や便利で豊かな社会の実現に向けて、地域にしっかりと向き合い、お客
さまとの信頼関係をより一層深めることにより、「地域と共に発展するサステナブル経営」を目指してまいりますので、
今後とも、一層のご支援を賜りますようお願い申しあげます。

2022年6月　
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